
錐
．
十
四
巻
　
　
、
難
　
纂
　
　
伯
　
林
　
捜
　
古

結
果
　
…
概
　
　
　
七
山
ハ
　
（
七
六
）

羅

墓

伯

林

陵

古

阪
倉
篤
　
太
　
郎

　
　
伯
州
諸
肌
館
在
の
一
年
闇
門
に
、
わ
請
し
は
暇
さ
へ
あ
れ
ば
蝋
巾
内
や
近
郊
た
…
畝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
策
し
、
名
勝
奮
蹟
准
探
ろ
こ
亡
た
怠
ら
な
か
つ
実
が
、
特
に
わ
六
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ト
ベ
ル
サ
ン

　
　
更
的
興
昧
た
そ
、
つ
宏
の
に
、
現
今
の
大
伯
林
の
崩
芽
糞
る
奮
伯
林
為

　
　
四
二
し
て
、
そ
の
慧
蹟
な
訪
ふ
こ
ビ
で
あ
っ
六
。
そ
れ
が
カ
め
に
わ
穴

　
　
し
に
、
超
愛
の
道
順
准
表
に
作
つ
カ
り
、
爲
眞
絡
葉
書
為
集
め
象
り
し

　
　
索
の
で
、
そ
れ
な
空
し
く
簸
底
に
し
ま
ひ
こ
む
の
も
惜
し
い
氣
持
が
す

　
　
る
か
ら
、
こ
・
に
そ
の
中
の
趣
妹
あ
る
も
の
に
就
い
て
紹
介
ず
る
こ
亡

　
　
に
し
距
。

　
　
　
　
　
一
　
伯
林
市
登
達
史
の
概
要

　
今
の
大
伯
林
市
は
、
も
こ
キ
ヨ
ル
ン
（
囚
艶
p
）
市
ご
ベ

ル
ヲ
ン
（
ゆ
〇
二
瞬
【
ρ
）
市
こ
の
合
同
し
た
奮
伯
林
の
更
に
成
長

し
た
も
の
で
、
シ
ユ
プ
レ
ー
（
ω
嘆
。
。
）
河
の
亡
い
谷
ご
、

こ
れ
を
挾
む
南
北
二
つ
の
高
原
の
申
言
に
位
す
る
都
市
で

あ
る
。
抑
都
市
の
基
が
開
か
れ
る
動
機
ε
し
て
は
、
輩
に

景
色
の
や
う
な
美
的
條
件
で
は
充
分
で
な
く
、
常
に
純
實

用
的
見
地
か
ら
そ
の
天
然
の
地
勢
に
重
き
を
お
く
の
は
雷

ふ
ま
で
も
な
い
こ
ご
で
、
伯
林
も
勿
論
そ
の
例
に
洩
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
北
に
は
ワ
イ
ン
ベ
ル
グ
（
名
①
営
ぽ
養
）
南

に
は
ク
ロ
イ
ッ
ベ
ル
ク
（
蒸
器
震
び
Φ
お
．
）
こ
い
ふ
丘
陵
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
シ
ユ
プ
レ
ー
の
下
流
に
で
き
π
隙

路
は
、
河
の
爾
側
に
在
る
廣
い
前
聞
の
李
原
に
反
し
て
、

李
易
に
渡
る
こ
ご
の
で
き
る
二
二
を
成
し
た
も
の
で
、

、
鵠



殊
に
東
の
方
ハ
ー
フ
エ
ル
河
陣
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

（
切
去
乙
2
び
罎
④
P
9
頴
9
〈
9
ご
、
西
の
方
オ
導
デ
ル
河

絆
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
H
～
畳
騨
二
一
（
物
葺
一
蒔
　
9
■
　
（
一
●
　
（
）
島
①
哩
）
ご
の
間

に
於
て
、
南
北
の
方
向
に
通
す
る
橋
こ
な
る
に
は
、
こ
の
シ

ユ
プ
レ
ー
の
中
島
よ
り
以
上
の
す
ぐ
れ
た
場
所
は
見
出
さ

れ
な
い
。
帥
ち
雨
露
に
は
商
人
の
恐
れ
る
暗
黒
な
森
林
も

な
く
て
、
豊
饒
な
田
畑
が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
そ
の
谷
を

越
え
る
路
は
短
く
且
便
利
で
あ
る
か
ら
、
か
う
い
ふ
場
所

に
將
來
、
の
登
展
を
見
込
ん
で
植
民
が
な
さ
れ
た
の
は
當
然

で
あ
る
。
實
に
キ
ヨ
ル
ソ
ー
べ
．
ル
ソ
ン
が
今
日
の
大
を
成

し
た
の
は
、
そ
の
地
形
上
襲
展
の
籐
地
を
持
っ
て
る
た
こ

ご
、
郎
ち
容
易
に
背
後
の
岡
に
上
っ
て
、
妨
げ
ら
れ
す
に

上
の
方
へ
段
々
成
長
し
て
行
く
こ
ご
が
で
き
た
た
め
で
、

此
黙
、
に
於
て
は
附
近
の
他
の
地
黙
、
例
へ
ば
西
北
の
シ
ユ

パ
ン
グ
ウ
（
ω
℃
碧
島
磐
）
ご
東
南
の
キ
認
ペ
ニ
ツ
ク
（
9
℃
？

鼠
簿
）
一
水
流
の
聞
に
あ
っ
て
難
攻
不
落
の
城
砦
を
建

設
す
る
に
は
適
し
て
み
る
が
、
濃
話
す
る
籐
地
を
持
た
な

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
雑
　
纂
・
　
伯
　
林
　
捜
　
古

い
～
i
な
ざ
の
到
底
及
ぷ
ご
こ
ろ
で
は
な
か
つ
だ
。

　
さ
て
現
今
の
大
伯
林
市
民
約
四
百
萬
入
の
住
む
、
家
屋

の
波
が
起
伏
し
て
み
る
谷
や
岡
は
地
質
學
上
、
氷
河
時
代
囁

帥
ち
洪
積
世
に
出
営
た
も
の
と
い
は
れ
、
・
そ
の
谷
を
流
れ

る
シ
ユ
プ
レ
ー
は
、
今
こ
そ
憂
い
留
原
の
中
に
細
い
縣
の

や
う
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
古
く
氷
河
溶
解
時
代
に
は
蓮
懇

く
大
激
流
が
こ
の
騰
…
い
谷
に
翻
れ
た
、
ご
信
せ
ら
れ
た
こ

ご
も
あ
る
が
、
爾
岸
の
地
形
の
研
究
に
よ
っ
て
實
際
は
さ

う
で
な
か
っ
た
こ
ご
が
認
め
ら
れ
る
に
や
う
に
な
っ
た
。

廓
ち
こ
の
谷
は
山
脈
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
こ
同
じ
作
用
で

流
氷
の
た
め
に
削
り
成
さ
れ
た
も
の
で
、
昔
は
今
よ
り
も

大
き
な
流
が
こ
、
を
奔
っ
て
み
だ
に
は
相
蓮
な
か
ら
う
が

決
し
て
水
が
河
床
全
騰
を
下
し
た
こ
ご
は
な
く
で
、
最
初

の
植
民
が
こ
の
土
地
に
入
り
込
ん
で
來
た
時
も
、
そ
の
地

形
は
今
日
ご
だ
い
し
て
異
な
っ
て
は
み
な
か
っ
た
ら
う
ど

い
は
れ
て
み
る
。

　
次
に
こ
の
地
の
住
民
が
ざ
こ
か
ら
來
た
か
ビ
い
ふ
こ
ご

　
　
　
　
　
　
右
脚
、
號
　
　
七
七
　
（
レ
U
ヒ
r
　
r
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
嬢
　
古

は
審
か
で
な
い
が
、
最
も
古
い
者
は
已
に
、
石
器
時
代
（
紀

元
前
四
千
年
乃
至
二
千
年
頃
）
に
住
ん
で
み
て
、
文
化
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
ト
ゼ
　

こ
の
地
方
は
殆
ご
全
原
始
時
代
を
通
じ
て
、
西
部
東
海

（
○
馨
ω
o
o
）
の
周
園
を
中
心
地
域
ご
す
る
北
方
文
化
圏
に
面

し
た
。
當
時
伯
林
の
町
々
は
已
に
交
蓮

の
衝
に
中
っ
た
や
う
で
、
蓮
商
路
は
南

．
ラ
イ
プ
チ
ヒ
（
ピ
。
言
N
お
）
及
び
チ
ユ
ー
リ

ン
ゲ
ソ
（
目
暮
増
貯
ひ
。
，
窪
）
か
ら
北
シ
ユ
テ
ッ

プ
ィ
ン
（
ω
8
巳
ε
へ
、
ま
た
西
マ
グ
デ
ブ

ル
ク
（
ジ
h
磐
⑳
島
Φ
び
謹
磯
）
か
ら
束
ボ
ー
ぜ
ン

（
勺
。
ω
o
p
）
へ
、
更
に
そ
こ
か
ら
遙
か
に

東
方
へ
ご
蓮
じ
て
る
た
i
l
こ
の
こ
ご

　
　
　
　
　
ム
ゼ
ウ
ム
イ
ン
ゼ
ル

　
　
　
　
　
　
第
晶
號
　
　
七
八
　
（
　
　
七
入
）

る
時
期
を
蓮
じ
て
登
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
原
始
住
民
が
如

何
な
る
種
族
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
決
定
す
る

に
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
即
ち
石
器
時
代
以
降
は
イ
ン
ド
・

ゲ
ル
マ
ン
民
族
で
あ
っ
た
が
、
青
銅
器
時
代
（
紀
元
前
二

起

．v．sw

tべ憲σμ9
　　　Lifir．

レ

　　’
　　　勢馬

丁複し∫讐馬

？
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一第）

は
奮
伯
林
の
博
物
館
島
で
登
見
さ
れ
た
土
器
や
、
シ
ユ
レ

ジ
ャ
（
ω
o
鑓
呈
窪
）
の
藪
に
遺
さ
れ
だ
特
殊
の
形
の
斧
が
、

チ
ユ
ー
ソ
ン
ゲ
ン
の
製
作
品
で
あ
っ
た
こ
ご
で
確
か
め
ら

れ
π
一
こ
の
交
漏
路
に
あ
π
る
伯
林
地
方
に
定
住
民
が

居
っ
た
こ
ご
を
讃
明
す
る
材
料
は
、
原
始
時
代
の
あ
ら
ゆ

千
年
乃
至
八
百
年
頃
）
の
間
、
有
史
以

前
の
伯
林
は
西
北
に
於
け
る
ゲ
ル
マ

ン
昆
族
ご
、
東
南
に
於
け
る
他
の
イ

ン
ド
・
ゲ
ル
マ
ン
民
族
ご
の
境
界
に

位
し
た
か
ら
、
そ
の
何
れ
ご
も
判
断

・
し
難
く
、
鐵
器
時
代
の
初
（
紀
元
前

之
百
年
頃
以
後
）
に
至
っ
て
漸
く
純

ゲ
ル
マ
ン
こ
な
っ
て
、
人
種
移
動
時

代
ま
で
整
い
て
來
π
i
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
英
雄
時
代
の
貴

重
な
記
念
物
は
、
ノ
イ
・
キ
ヨ
ル
ン
（
逆
臣
－
溶
O
欝
）
の
騎

士
塚
に
存
在
す
る
一
ま
た
ス
ラ
ー
ヅ
民
族
の
エ
ン
デ
族

も
こ
の
シ
ユ
プ
レ
ー
の
谷
に
植
民
し
て
居
て
、
シ
ユ
バ
ン

ダ
ウ
附
近
。
シ
ユ
プ
レ
ー
上
流
に
そ
の
城
塁
が
あ
っ
た
が



後
に
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
押
し
退
け
ら
れ
た
。
但
し
シ
ユ
プ

レ
ー
流
域
の
7
ユ
ル
ス
タ
ソ
ワ
〃
デ
（
舅
聖
目
ψ
け
O
⇔
慈
鉱
q
O
）
、
キ

ヨ
ペ
ニ
ツ
ク
、
　
シ
ユ
ト
ラ
ラ
ウ
（
ω
窪
巴
9
二
）
、
　
ル
ム
メ
ル
ス

ブ
ル
ク
（
因
毎
崇
ご
Φ
尻
び
二
お
）
や
、
ハ
ー
フ
エ
ル
流
域
の
シ
ユ

パ
ソ
ダ
ウ
、
ポ
ツ
ダ
ム
（
℃
○
け
巴
碧
昌
）
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

等
は
エ
ソ
デ
の
漁
夫
町
を
持
っ
て
る
だ
が
、
ベ
ル
リ
ン
に

は
存
し
な
か
っ
た
し
、
キ
ヨ
ル
ン
も
亦
恐
ら
く
は
純
エ
ン

デ
で
あ
る
ご
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
い
は
れ
て
み

る
。　

さ
て
以
上
述
べ
た
や
う
に
、
シ
ユ
ブ
レ
ー
の
谷
は
、
地

理
上
眞
に
好
適
の
地
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
の
植
民
地
が
直

ち
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
の

都
市
構
を
獲
た
の
は
當
然
で
、
第
十
三
世
紀
の
前
雫
に
は

今
の
奮
伯
林
の
地
に
、
同
時
に
二
個
の
都
市
自
治
團
が
あ

っ
た
。
帥
ち
一
つ
は
シ
ユ
ゴ
レ
二
河
の
左
岸
の
キ
ヨ
ル
ソ

ー
つ
は
右
岸
の
ペ
ル
ソ
ン
で
、
前
者
の
最
古
の
記
録
は
一

二
三
七
年
（
我
が
嘉
頑
三
年
）
後
者
の
は
「
二
四
四
年
（
寛

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
捜
　
古

元
二
年
）
か
ら
始
ま
っ
て
み
る
。
こ
の
今
市
は
、
東
西
ご

南
北
こ
の
重
要
な
蓮
鳥
路
の
衝
に
當
っ
て
み
た
π
め
に
、

急
営
力
で
盛
大
に
赴
い
た
が
、
久
し
い
優
越
権
の
爾
の
後

＝
ご
〇
七
年
（
徳
治
二
年
）
に
合
同
し
て
以
來
、
こ
の
新
し

い
キ
ヨ
ル
ン
ー
ベ
ル
ジ
ン
市
は
、
エ
ル
ベ
へ
国
げ
Φ
）
並
び
に

淋
巴
デ
ル
（
○
鳥
①
歴
）
寒
河
の
間
に
あ
る
諸
車
市
中
で
牛
耳
を

執
り
、
且
地
方
の
大
地
主
の
侵
害
に
甥
し
て
自
ら
強
く
守

る
こ
ご
を
得
る
や
う
に
な
つ
π
。

　
次
い
で
第
十
四
世
紀
は
、
現
今
の
キ
ヨ
ル
ニ
ッ
シ
エ
ル
．

フ
イ
ッ
シ
ユ
マ
ル
ク
ト
（
丙
α
環
5
一
ω
O
げ
Φ
硫
　
H
劃
の
O
げ
一
昌
騨
時
什
）
及

び
モ
ル
ケ
ン
マ
ル
ク
ト
（
露
。
欝
。
昌
ヨ
9
冠
鐸
）
に
中
心
黙
を
も

つ
た
こ
の
都
市
同
盟
に
ご
つ
て
、
、
全
腱
ε
し
て
光
彩
時
代

で
あ
っ
た
が
、
第
十
五
世
紀
の
初
に
な
る
ご
、
扁
部
分
は

已
に
さ
ほ
ご
活
動
的
で
な
か
っ
た
市
民
自
身
の
責
任
か
ら

こ
の
爾
市
の
光
彩
は
薄
ら
い
で
商
業
は
不
振
こ
な
つ
だ
。

こ
の
衰
微
期
に
於
て
ホ
ー
ヘ
ン
ツ
ナ
ル
レ
ル
ン
家
は
、
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
に
入
り
込
ん
で
キ
ヨ
ル
ソ
ー
ベ
ル
ン

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
七
九
　
（
　
　
七
九
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
蘇
　
嬢
　
古

ン
市
に
來
た
が
、
當
時
の
領
主
等
に
ご
つ
て
都
市
の
隆
盛

は
自
己
の
禁
書
的
企
圖
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、

ホ
ー
ヘ
ン
ツ
ナ
ル
レ
ル
ン
家
は
直
ち
に
シ
ユ
プ
レ
ー
都
市

の
自
営
精
紳
を
制
限
し
て
、
こ
れ
を
無
力
な
公
共
組
合
に

さ
へ
与
し
下
げ
る
こ
ご
を
得
、
而
も
善
意
を
以
て
都
市
の

共
和
的
市
民
統
滑
よ
り
も
、
潜
思
的
専
制
政
治
の
方
が
畢

寛
公
安
に
有
盆
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
っ
た
Q
そ
の
結

果
、
選
書
侯
フ
ソ
ー
ド
ソ
ヒ
ニ
量
は
一
四
四
三
一
一
四
五

一
年
（
嘉
士
旦
二
一
寳
徳
三
年
）
に
、
シ
ユ
プ
レ
ー
洛
岸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
グ

キ
ヨ
ル
ン
地
域
に
一
の
城
を
築
い
て
一
そ
の
一
小
部
分

　
　
　
　
シ
ユ
ロ
ス

が
現
今
の
都
城
（
も
こ
の
宮
城
）
に
保
存
さ
れ
て
み
る
一

膝
都
市
の
連
結
を
解
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
城
が
彼
れ
の

後
馬
者
の
一
人
帥
ち
ヨ
ー
ハ
ソ
・
チ
チ
エ
ロ
Q
O
冨
雪
○

。
巽
。
一
四
入
六
一
｝
四
九
九
年
、
帥
ち
文
明
十
入
一
明
慮

　
　
　
　
　
　
　
レ
ぶ
ソ
ヨ
ア
ン
ツ

入
年
）
に
よ
っ
て
居
城
に
高
め
ら
れ
た
が
、
爾
後
伯
林
帥

ち
先
の
キ
ヨ
〃
ン
ー
ベ
ル
ソ
ン
は
、
ホ
ー
ヘ
ン
ツ
ナ
ル
レ

　
　
　
　
ジ
デ
ン
ツ
シ
ユ
タ
ツ
ト

ル
ソ
侯
の
首
　
都
ご
し
て
、
】
九
一
入
年
の
貴
界
戦
孚

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
入
○
　
（
　
　
入
○
）

ま
で
綾
い
て
來
た
。

　
ホ
ー
ヘ
ン
ツ
ナ
ル
レ
ル
ン
家
め
君
主
は
、
市
民
の
濁
立

に
醤
す
る
猫
裁
的
行
動
を
姑
く
さ
し
お
い
て
、
先
づ
そ
の

首
都
の
登
載
を
促
…
進
ず
る
や
う
に
努
め
た
か
ら
、
宗
激
革

命
及
び
宗
敏
戦
馬
の
後
、
大
選
愚
書
フ
リ
ー
1
3
ソ
ヒ
；
ヰ

〃
ヘ
ル
ム
（
エ
ハ
四
一
一
｝
王
入
八
年
、
郎
ち
寛
永
十
八

－
元
腺
元
年
）
の
治
世
に
至
っ
て
、
首
都
の
産
霊
が
始
ま

っ
て
來
た
。
帥
ち
伯
林
は
西
南
フ
ソ
ー
ド
リ
ヒ
ス
エ
ル
デ

ル
（
舅
臨
o
q
甑
。
げ
加
≦
Φ
暑
気
。
憎
）
恥
辱
及
び
西
ド
ロ
ナ
ー
エ
ン
シ
ユ
タ

ッ
ト
（
H
）
○
戦
○
昏
の
O
嵩
の
叶
9
島
膏
）
塵
へ
、
籏
張
さ
れ
て
、
和
蘭
式
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ス
チ
オ
ン

計
に
援
つ
た
城
砦
帯
（
堀
ご
稜
塗
を
も
つ
π
要
塞
園
壁
）

が
》
北
は
今
の
ノ
イ
エ
・
ブ
リ
ー
ド
リ
ヒ
街
（
客
0
9
》
寧

曾
銘
湊
窪
器
ω
o
）
か
ら
、
南
は
シ
ユ
プ
ン
ー
を
越
え
て
殆
ざ
フ

ル
街
（
名
鑑
ω
需
霧
ω
o
）
の
線
ま
で
綾
い
だ
。
ま
π
當
時
佛
麟

そ
の
他
の
國
々
か
ら
追
放
さ
れ
た
、
産
業
に
從
申
す
る
市

民
の
入
國
を
援
助
し
た
た
め
に
、
生
活
や
商
業
が
頓
に
盛

況
を
呈
し
、
且
藝
術
に
嬉
し
て
も
》
藝
術
品
の
蒐
集
並
び



　
に
市
の
外
観
の
装
飾
に
つ
い
て
投
資
す
る
こ
ご
が
始
め
ら

　
れ
π
ー
ー
殊
に
後
者
に
達
て
は
大
選
平
信
の
受
け
泥
激
育

　
こ
そ
の
結
婚
の
電
電
か
ら
．
和
蘭
式
を
模
範
ご
し
淀
。

　
　
更
に
下
っ
て
大
豊
麗
侯
の
後
盛
者
等
の
下
に
、
王
都
キ

　
ヨ
〃
ン
ー
ベ
川
リ
ン
は
一
七
〇
一
年
（
元
蘇
十
四
年
）
以
來

　
西
フ
ソ
ー
ド
ソ
ヒ
シ
ユ
タ
ツ
ト
（
津
冨
臼
♂
げ
ω
翁
面
ご
髄
を
越

え
て
嬢
が
つ
て
行
つ
だ
が
、
外
面
的
に
は
爾
存
立
し
て
ゐ

　
た
雨
市
の
行
政
上
の
分
岐
は
、
途
に
終
結
を
告
げ
て
一
七

　
〇
九
年
（
寳
永
六
年
）
以
後
は
再
び
、
　
一
人
の
市
長
を
戴
一

幽
統
一
霞
治
團
膿
π
る
伯
林
こ
い
ふ
も
の
が
出
來
、
且
城
砦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ロ
メ
　
ト
ル

　
が
撤
屡
さ
れ
た
代
り
に
十
四
粁
の
長
さ
の
堅
固
な
粉
關

　
柵
（
個
々
の
昔
の
市
門
問
を
連
ね
る
現
今
の
街
路
の
線
に

準
じ
て
造
ら
れ
た
）
が
、
伯
林
を
取
り
黒
く
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ツ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
の
ア
カ
ヂ
ミ
ユ

　
た
Q
加
之
伯
林
は
科
學
大
忌
の
創
立
、
及
び
そ
の
第

　
…
次
の
総
長
た
る
多
方
面
な
若
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
β
Φ
管

葺
N
）
に
よ
っ
て
科
學
的
の
詐
割
を
得
た
の
で
あ
る
。

炉
然
し
そ
の
後
フ
ジ
ー
ド
ソ
ヒ
大
王
（
唱
七
四
〇
一
一
七

　
　
　
華
饗
一
幅
伯
林
＝
嬢
古

論
六
年
、
帥
ち
元
交
五
一
天
明
六
年
）
の
治
世
の
初
に
當

っ
て
伯
林
は
、
建
築
物
な
ざ
の
増
大
し
て
み
た
に
拘
は
ら

す
、
入
口
虚
に
十
萬
を
有
す
る
素
朴
な
、
殆
ご
飾
罫
の
な

い
地
方
の
都
會
に
…
過
ぎ
す
、
建
築
術
も
シ
ユ
ソ
ユ
ー
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
グ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

（
ω
o
げ
詩
道
）
の
造
っ
た
大
選
二
面
記
念
碑
の
あ
る
長
橋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
オ
ヒ
グ
ハ
ウ
ん

宮
城
の
新
築
並
び
に
兵
…
器
庫
（
一
七
〇
六
年
竣
功
）
、
そ
の

他
二
三
の
私
有
建
物
の
野
外
に
出
な
か
っ
た
が
、
大
王
は

ボ
ツ
グ
ム
に
住
ん
で
み
た
け
れ
ざ
も
、
聾
心
に
伯
林
の
外

槻
を
一
履
美
化
す
る
こ
ご
に
配
慮
し
て
、
ク
ノ
ー
ベ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ひ
ペ
ル
ン
ハ
ウ
ス

ド
ル
フ
（
H
（
コ
○
げ
①
一
ω
鳥
O
憎
栃
）
の
手
で
歌
劇
座
を
、
他
の
名
匠
逮

　
　
　
ア
ル
テ
　
ビ
ブ
リ
オ
テ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ヲ

の
手
で
醤
窺
書
館
（
今
大
學
講
堂
、
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ム
ロ
ト
ウ
ル
ム

ン
マ
ル
ク
ト
（
O
Φ
簑
夢
コ
ご
2
ヨ
9
昏
什
）
に
あ
る
爾
…
大
寺
．
搭
皿
、
　
ハ

イ
ン
ジ
ヒ
螂
野
宮
（
後
｝
八
】
○
年
以
來
は
ゆ
灯
エ
ル
騨
咽
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ル
ヒ
エ

び
荘
愚
な
ヘ
ド
ヰ
ヒ
（
濁
Φ
Ω
鼠
σ
q
）
會
堂
な
ご
を
建
て
さ
せ
、

ま
た
支
彿
能
力
あ
る
個
人
企
業
家
に
命
じ
て
、
そ
の
新
築

の
書
芸
や
住
宅
の
正
面
を
藝
術
的
に
飾
る
や
う
に
さ
せ
π

（
現
今
も
爾
フ
ヲ
ー
ド
ソ
ヒ
シ
ユ
タ
ッ
ト
に
在
る
種
々
の

　
　
　
　
　
　
第
幅
羅
　
　
入
ツ
（
　
八
』
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
僕
　
古

、
建
物
が
こ
れ
を
謹
阻
す
る
）
。
零
時
の
伯
林
は
経
双
手
に
も

七
年
戦
箏
の
災
渦
に
も
拘
は
ら
す
特
に
銀
行
業
（
海
外
貿

易
、
普
通
西
虚
血
銀
行
）
、
産
業
（
簸
業
、
機
業
）
、
商
取
引

な
ご
の
隆
盛
に
よ
っ
て
繁
昌
し
た
。
そ
の
後
、
ナ
ボ
レ
ォ

．ソ

y
び
濁
立
命
事
（
一
入
一
三
－
一
入
一
五
年
）
を
以
て

特
色
あ
る
時
代
へ
の
過
渡
期
に
於
て
、
注
目
に
値
す
る
出

無
事
こ
し
て
は
、
大
王
の
嗣
フ
リ
ー
ド
ソ
ヒ
」
ヰ
ル
ヘ
ル

み
二
帯
鵬
　
（
…
七
入
孤
ハ
ー
ー
…
七
九
七
年
、
　
激
ち
天
…
明
ぬ
バ
ー
i

寛
政
九
年
）
の
代
に
、
ラ
ン
ク
ハ
ウ
ス
（
回
ピ
き
ひ
q
『
磐
。
。
）
の
ブ

　
　
　
　
　
　
　
ト
け
ル

ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
門
が
丁
七
九
三
年
に
建
て
ら
れ
だ
こ
ご

で
あ
る
。

　
次
い
で
猫
立
話
孚
前
後
に
於
け
、
る
危
急
ご
屈
辱
ご
に
よ

っ
て
畳
醒
さ
れ
た
、
大
き
な
内
外
の
カ
は
勿
論
伯
林
に
於

て
最
も
強
く
認
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
科
學
や
藝
底
上
に
も

亦
新
し
い
春
を
齎
ら
し
た
が
、
そ
れ
は
一
入
一
〇
年
（
交

感
七
年
）
の
大
豊
創
立
に
始
ま
つ
だ
。
帥
ち
ブ
イ
ヒ
テ

（
霞
。
ぽ
。
）
を
最
初
の
総
長
こ
し
、
フ
ム
ボ
ル
ト
兄
弟
、
へ

　
　
　
　
　
　
第
一
羅
　
　
入
ご
　
（
　
入
団
）

ー
ゲ
ル
、
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
ヤ
ツ
ヒ
エ
ル
、
ず
罪
二
藍
、
ソ

ッ
プ
ル
、
ビ
ヨ
ッ
ク
等
算
し
い
有
名
な
學
者
を
激
甚
ざ
し

て
、
初
年
に
於
て
既
に
盛
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
曹
閣
係

に
あ
っ
て
も
、
シ
ン
ケ
ル
（
ω
o
㌶
琶
肉
9
が
居
っ
て
古
血
ハ
的

の
建
築
湿
式
を
革
新
し
、
煉
琵
癒
用
の
ゴ
チ
ッ
ク
風
を
輸

入
し
て
、
伯
林
の
建
築
術
に
有
利
な
影
響
を
與
へ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
シ
ユ
ビ
　
ル
ハ
ウ
ス
ア
ル
ナ
ス
の
ム
ゼ
ウ
ム

ジ
ヤ
ン
ダ
ル
メ
ン
マ
ル
ク
ト
の
劇

場
、
奮
博
物
館

　
　
　
　
　
ア
ル
テ
リ
バ
ウ
ア
カ
ヂ
ミ
ロ

キ
ヨ
ロ
ニ
ヒ
ス
ワ
ツ
ヒ
エ

近
衛
兵
晴
所
、
僖
建
築
學
校
、
フ
リ
ー
ド
ヲ
ヒ
・
エ
ル
デ

〃
會
堂
，
ポ
ツ
ダ
ム
の
ニ
コ
ラ
イ
會
堂
な
ご
は
そ
の
襟
式

の
例
で
あ
る
。
こ
の
頃
ま
π
最
初
の
大
博
物
館
、
師
ち
上

記
の
僖
博
物
館
が
開
か
れ
、
記
念
碑
装
飾
も
数
多
く
造
ら

れ
た
、
そ
の
間
に
人
爵
は
増
加
し
て
、
第
十
九
世
紀
初
に

辛
う
じ
て
二
十
萬
で
あ
っ
だ
も
の
が
、
三
十
萬
以
上
に
上

っ
た
Q
尤
も
そ
れ
に
は
、
ボ
イ
ト
（
b
ご
。
帯
び
）
に
よ
っ
て
活

動
力
を
強
め
ら
れ
た
工
業
が
、
與
っ
て
カ
が
あ
る
。
一
入

三
八
か
日
天
保
九
年
）
に
至
っ
て
伯
林
に
は
、
ほ
い
今
の
ボ

ッ
ダ
ァ
メ
ル
停
車
場
の
地
黙
に
あ
っ
た
甚
だ
原
始
的
な
停



車
場
を
起
黙
楽
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
市
に
至
る
最
初
の
鐵
溢

が
出
來
た
。

　
一
入
四
〇
年
以
後
、
伯
林
は
｝
入
四
入
訳
（
嘉
永
元
年
）

の
政
治
的
紛
擾
に
拘
は
ら
す
、
藝
術
を
愛
好
し
た
フ
ジ
ー

ド
ジ
之
・
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
四
竹
（
一
八
四
〇
1
一
入
六
一
年

帥
ち
天
保
一
一
」
交
久
元
年
）
の
下
に
、
よ
く
釣
合
の
こ
、

れ
た
嬢
張
を
見
る
や
う
に
な
り
、
藝
術
的
建
築
に
よ
る
外

観
の
美
装
は
恐
ら
く
あ
ま
う
大
仕
掛
す
ぎ
乃
ほ
ご
に
企
て

ら
れ
た
が
、
シ
ユ
テ
ユ
ー
レ
ル
（
ω
羅
9
カ
三
野
フ
・
ラ

ッ
ク
酒
ウ
’
ス
（
〆
蜀
・
ピ
窪
σ
Q
冨
彦
）
、
シ
ヤ
、
ド
ウ
・
（
Q
O
げ
ρ
蜘
O
ノ
く
）

ラ
ク
ハ
（
閃
磐
。
｝
H
）
な
で
の
名
匠
が
遺
し
た
注
冒
す
べ
き
作

　
　
ノ
ィ
エ
ス
　
ム
ゼ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ツ
じ

品
は
新
博
物
館
》
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
一
重
皇
帝
宮
、
宮
城
の
圓

ペ
　
ル

頂
閣
、
フ
リ
ー
ヅ
ツ
ヒ
大
王
記
念
碑
（
君
主
の
大
記
念
碑

中
で
、
返
事
遷
延
以
上
を
持
つ
も
の
～
第
二
に
位
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ス
ト
ガ
ル
の
プ
ン

等
で
あ
る
。
但
し
こ
の
王
が
宮
城
前
の
遊
園
附
近
を
、
羅

馬
風
藝
術
で
装
飾
し
よ
う
ご
欲
し
た
大
計
書
は
實
行
さ
れ

璽
か
つ
た
t
反
七
て
、
當
薫
ず
ッ
ダ
ム
地
方
に
は
俳
太
利

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
難
纂
　
　
伯
淋
捜
古

風
建
築
の
種
々
な
る
藝
術
的
殿
堂
ー
ザ
ク
ロ
ウ
（
ω
鋳
3
≦
）

　
　
　
ハ
ィ
ラ
ン
ヅ
キ
ル
ヒ
エ
　
　
　
　
　
　
　
フ
リ
　
デ
ン
ス
キ
ル
ヒ
エ

附
近
の
救
世
主
會
堂
う
ポ
ツ
ダ
ム
の
準
和
會
堂
、
未
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ヴ
エ
ヂ
サ
ル

の
プ
ィ
ン
グ
ス
ト
ベ
ル
ク
（
］
℃
顕
爲
堕
o
o
け
σ
①
「
ひ
q
）
展
望
閣
な
ざ
！

一
が
造
ら
れ
て
、
そ
こ
の
風
光
に
驚
く
べ
く
良
く
調
和
し

．
て
る
る
。
ま
た
経
濟
的
に
は
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
（
一
八
六

　
一
－
一
八
八
入
玉
、
郎
ち
文
久
元
一
明
治
二
十
一
年
）
の

卸
位
後
、
　
一
入
六
四
年
ご
一
入
六
六
年
ε
の
（
丁
抹
ご
懊

太
利
ご
に
樹
す
る
）
戦
勝
の
結
果
、
好
景
氣
が
特
に
産
業

の
登
展
を
赤
し
て
、
伯
林
の
人
ロ
は
一
入
六
一
、
年
に
五
十

萬
、
一
八
七
〇
年
に
は
已
に
入
十
七
に
達
し
た
。

　
更
に
統
一
戦
蒙
の
経
過
に
よ
っ
て
、
從
來
国
旗
西
王
國

の
首
都
に
…
過
ぎ
な
か
っ
た
伯
林
は
、
新
繭
逸
帝
國
の
帝
都

ざ
な
つ
π
か
ら
、
未
だ
曾
て
豫
想
さ
れ
な
か
っ
た
早
さ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ア
シ
ユ
タ
ヴ
ト

登
擁
し
、
市
の
領
域
を
取
り
團
ん
で
居
た
近
い
廓
外
市
の

境
界
を
越
え
て
、
隣
接
村
落
の
方
へ
ご
旗
が
り
、
直
ち
に

ご
れ
ら
を
併
合
し
て
し
ま
っ
た
。
從
っ
て
二
十
年
以
内
に

離
檀
は
二
倍
に
な
る
ビ
共
に
、
交
通
の
た
め
の
数
多
の
建

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
入
三
　
（
　
　
入
三
）

》



欄

　
　
　
第
十
四
巻
　
雑
纂
伯
林
懊
古

設
物
ー
ア
ン
ハ
ル
タ
ア
（
｝
づ
犀
9
一
叶
①
畦
1
）
、
ボ
ッ
ダ
↓
ア

（
℃
o
泓
α
9
筥
Φ
ε
、
シ
ユ
テ
ツ
テ
ィ
ナ
ァ
（
碧
Φ
注
口
窪
一
）
、
レ
ー

ル
タ
ァ
（
】
ピ
Φ
ゲ
吐
け
O
H
，
）
停
車
場
な
ご
の
絡
黙
騨
1
や
、
世

第
一
號
　
　
入
四
（
　
入
四
）

建
物
が
落
成
し
淀
。

．
次
の
フ
ソ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
治
世
は
、
僅
か
に
三
ヶ
月

許
（
一
入
鍬
入
年
、
帥
ち
明
治
二
十
一
年
）
に
過
ぎ
な
か

及
び
イ
ン
ヴ
ァ
リ
ー
デ
ン
街
（
H
【
P
〈
ρ
P
一
Ω
O
］
口
ω
け
『
P
ω
ω
の
）
σ
雨
博

　
　
グ
ネ
ラ
ー
ル
シ
ュ
タ
ー
プ
　
　
ク
リ
ー
グ
ス
ア
ヵ
デ
ミ
ー
　
テ
ヒ
ニ
ツ
シ
エ
ホ
ホ
シ
ユ
ー
レ

物
館
薄
馨
謀
本
部
、
陸
軍
大
學
、
工
科
大
學
な
ざ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
チ
ョ
ナ
ル
ガ
レ
リ
ェ

共
に
、
「
入
七
五
年
（
明
治
入
学
4
に
國
血
書
堂
の
荘
嚴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ら
う
ご
い
ふ
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
室
し
く
、
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
を
承
痔
U
た
ヰ
・
ル
ヘ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ご
世
皇
帝
（
現
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝
）
の
勢
力
の
下
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
帝
都
の
登
展
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
ま
っ
て
、
伯
林
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絡
に
世
界
的
大
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
な
っ
た
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
こ
れ
は
最
近
世

の
事
に
屡
す
る
か
ら
こ
、
に
は
省
略
し
て
お
く
。

　
　
　
　
二
　
奮
伯
林
の
遺
蹟

　
ア
ル
ト
ベ
ル
リ
ン

　
奮
伯
林
（
詳
し
く
言
へ
ば
キ
ヨ
ル
ソ
ー
ベ
ル
リ
ン
）
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た

遺
蹟
と
一
ロ
に
は
言
ふ
も
の
、
、
實
は
そ
の
観
察
の
見
地
　
　
る
第
十
六
澄
紀
の
初
に
建
て
ら
れ
た
胡
桃
樹
高
の
料
理
店

に
慮
じ
て
歴
史
的
の
も
の
、
藝
術
的

の
も
の
、
文
學
的
の
も
の
ご
い
ふ
や

う
に
、
そ
れ
み
＼
分
類
せ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
ご
も
か
く
そ
の
総
数

に
於
て
決
し
て
勘
く
な
い
。
そ
の
中

で
も
伯
林
市
中
最
古
ど
い
は
れ
る
、

第
十
三
世
紀
開
基
の
ニ
コ
ラ
イ
會
堂

（り

�
ﾒ
〇
一
9
一
犀
一
目
O
げ
O
）
を
は
じ
め
、
マ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ウ
エ
ス
　

ア
礼
堂
（
蜜
ρ
匡
O
b
一
ハ
一
基
O
一
P
O
）
、
　
酒
色
修

ク
ロ
ス
タ
ア

吐
追
院
（
Φ
厭
9
二
〇
q
自
沼
O
◎
。
器
「
、
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
ク
ス
憶
意
に
属
す
）
、
修
道
院
會

堂
（
一
自
○
ω
汁
①
目
一
（
一
吐
O
げ
O
）
な
ざ
の
古
刹
や
、

宮
城
に
あ
る
第
十
五
世
紀
の
孚
に
築

か
れ
π
塔
（
緑
色
の
屋
根
を
持
っ
て

る
る
の
で
線
帽
U
臼
α
Q
葺
9
缶
暮
ご

呼
ば
れ
る
）
、
フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ァ
街

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林

（
国
ω
o
ゲ
。
亡
子
器
㎝
Φ
）

　
懊
古

に
あ

第三圖

（
園
o
o
駐
冠
舞
9
暮
N
ロ
目
　
堵
扇
m
び
9
ロ
日
．

第
二
圖
）
同
世
紀
の
孚
頃
に
ミ
ハ

エ
ル
・
コ
ー
ル
バ
ー
ぜ
（
寓
8
げ
ρ
Φ
り
「

例
。
び
仔
霧
。
）
と
い
ふ
追
渕
の
住
ん

だ
ご
傳
へ
ら
れ
ゐ
同
じ
街
の
家

（
實
は
ク
ラ
イ
ス
ト
作
の
ン
H
8
蜜
匹

丙
。
心
証
器
物
語
ご
は
無
筆
係
だ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
ラ
　
ハ
ト

い
ふ
）
、
フ
ソ
ー
ド
リ
ヒ
ス
渾
　
河
涌
働

（
周
臨
O
締
ざ
び
q
α
㈹
箪
O
げ
け
）
、
　
パ
ロ
キ
ア

ー
ル
街
（
娼
9
「
O
O
M
P
陣
9
一
ω
け
「
●
）
、
ペ
ト
ソ

街
（
℃
①
旺
ω
只
）
、
最
初
の
舖
野
路
ホ

ー
ヘ
ル
・
シ
ュ
タ
イ
ン
通
（
出
。
財
。
腎

ω
け
Φ
言
墓
σ
q
第
三
圖
）
な
ざ
に
残
る

大
選
鼠
講
時
代
以
下
、
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
・
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
、
フ
ソ

曾
1
3
フ
ヒ
大
王
等
の
時
代
の
住
宅
一
そ
の
中
で
縫
に
長

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
四
五
（
　
入
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
暴
　
　
伯
　
林
屡
　
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ド
ツ
フ

く
て
横
に
狡
い
の
を
俗
に
手
拭
ご
呼
ぶ
。
例
へ
ば
グ
ロ
レ

セ
。
プ
レ
ジ
デ
ン
タ
ン
街
（
O
δ
綜
。
℃
鼠
ω
冠
。
暮
①
篇
9
）
、
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ト
ル

る
家
な
ぜ
は
高
さ
が
四
階
で
、
．
間
口
は
僅
か
に
二
米
宇
で

あ
る
一
や
、
栗
鼠
の
形
ご
一
六
〇
四
年
こ
い
ふ
日
附
あ

る
銘
ご
を
彫
っ
た
石
～
汚

の
門
標
を
持
つ
た
、

フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ァ
街
の
ぎ
．

栗
鼠
屋
ご
識
せ
ら
れ
：

た
家
」
（
国
主
ω
§
ヨ

国
号
げ
犀
。
旨
）
の
み
す

ば
ら
し
い
玄
關
、
當

時
伯
林
市
中
で
最
も
．

美
し
い
ご
言
は
れ
た

ペ
ト
リ
街
の
猫
額
大

　
ホ
ロ
フ

の
中
庭
（
第
四
圖
）
、
キ
ョ
ル
ナ
ァ
の
住
孟
た
ブ
ソ
ユ
！
ダ

ァ
街
（
H
W
曽
蓉
Ω
①
「
の
汁
『
9
）
の
家
（
今
レ
ヅ
シ
ソ
グ
博
物
館
）
、
レ
ツ

シ
ン
グ
の
居
っ
た
シ
ユ
バ
ン
ダ
ウ
ア
街
（
ω
冨
巳
婁
Φ
話
好
）
の

　
　
　
　
　
　
第
．
「
「
號
．
　
　
入
山
ハ
　
（
　
　
入
山
ハ
）

家
、
ク
ラ
イ
ス
ト
が
自
殺
す
る
事
ま
で
滞
在
し
た
マ
ウ
エ

ル
街
（
ピ
碧
興
ω
9
）
の
家
、
こ
い
ふ
や
う
な
由
緒
附
き
の
も

の
は
（
第
五
圖
墾
照
）
、
藝
術
的
債
値
の
有
無
を
姑
く
措
い

て
大
に
史
的
興
昧
に
富
ん
で
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
こ
の
種
の
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹟
中
で
、
興
昧
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逸
話
や
傳
説
の
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
に
就
い
て
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
明
を
試
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
：
．
四
　
　
（
イ
）
腱
男
刊
勃
架

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
Q
P
ぼ
拓
犀
『
Φ
二
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
、
青
墨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
皇
帝
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
（
囚
駐
R
ノ
く
旨
鮎
ヨ

ω
只
）
の
ル
二
号
ァ
記
念
碑
附
近
に
あ
る
マ
リ
ア
草
堂
は
、

第
十
三
世
紀
の
末
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
（
後
角
十
四
世

紀
に
改
築
さ
れ
、
ま
た
第
十
八
、
九
世
紀
に
大
い
に
修
繕



第
十
四

雑
纂

伯
林
捜
古

第
｝
號
．

入
七
（
’

入
紐
）

，t　vig｝gtk

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
鯉

j樋
コ国PKeti

面

凶艦

　
　
し
　

だ
ち
あ

瓢
贈
品
7

虚
毛

’

畷
紛

務
、

謬
　
ノ

濫
．
7

　
　
　
　
う

驚
熱

　
　
タ

　
鰹
晦
　

’
塾
、
鰍

ゑ
く
　
　

ノ

娠
　
悌
r
麗

　
　
　
、
も

　
ぐ霧・

撚

鞭
纒

翻
、 五 第

1．都妓Schloss・2．吟興Lユnge　Briicke　3．兵語誰庫Zeughaus　4。歌劇座Opernhaus

蕉圃書館・Klte　3ibliothek　6・7・佛猫爾大寺國頂塔Domturm　8．大洋Universit畿
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　Werdersche　Kirche　　　　　15．新博物館Neues　Museum

エ6．ヰルヘルム一世皇帝宮Palais　Kaiser　Wilhelm　1．　　17．フリード1）．ヒ大王記

　念碑Denkmal　fiir　Friedrich　den　Gr・ssen

18・國民霊堂Natiollalgalerie　　　　l9・ニコライ、會堂NikoIaiklrche

20．マリア謹撰Marienkirche　　　21．灰色修：溢院Graues　Kloster

22．修道院會堂K1・・t・rki・Che　23．くるみ屋料理店Re・t…tilnt・・m　NUSSb・Um

24．u一・）v・・一望の家K・hユ1｝ase－Ha・s　S栗鼠屋錫目する家H・us　zum　Eicl・h・・n

25・最も美しい中庭Der　Sc］i6nste　Hof・　26・キヨ1ンナアの住んだニコライ家（今

　　q）　v　）yシング搏駒館）Nikolai－K6rner－Lessi窮9－Haus（Lessing－Museum）

27．ソツシン〃・の居た家Lessin9－Haus　28．庭女橋JungfernbrUcke

29．バロキアrン會量Parochialkirche　　30。嫉妬首Nddkopf



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
懐
　
吉

さ
れ
た
が
）
古
さ
に
於
て
は
ニ
コ
ラ
イ
會
堂
の
次
に
位
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
テ
ン
タ
ン
ツ

る
。
そ
の
懸
橋
に
あ
る
骸
骨
踊
の
壁
書
は
第
十
五
世
紀
の

作
ご
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
塔
の
入
巨
の
傍
に
立
っ
て
る

る
石
の
十
字
架
も
ま
た
、
殆
ぜ
六
百
年
を
経
た
も
の
で
、

そ
の
前
面
に
現
存
す
蹴

る
五
箇
の
孔
は
昔
、

不
断
の
燈
明
の
鐵
棒
・
・

を
挿
し
込
ん
だ
跡
で

あ
る
ご
い
は
れ
る
O

　
さ
て
こ
の
十
字
架
　
、
、
n
．

に
就
い
て
種
あ
惣
麹
，

語
が
傳
へ
ら
れ
る
中
品

で
、
普
通
に
信
ぜ
ら
麟
・
踊

れ
て
ゐ
・
話
説
に
よ
韓
鱒

を
・
轟
鰹
代
に
ゴ
ナ
ウ
戴
葛
煽
）
謬
豫
主

ニ
コ
ラ
ウ
ス
（
ヴ
甜
犀
○
一
9
＝
ω
）
が
、
キ
ョ
ル
ン
ー
ベ
ル
フ
ン
の

市
民
を
ザ
ク
ゼ
ン
の
ル
ド
ル
フ
侯
に
ρ
出
巽
N
o
α
q
口
邑
。
扁

　
　
　
　
　
　
第
．
「
號
　
　
入
八
　
（
　
　
入
八
）

＜
。
ロ
ω
騨
。
冨
窪
）
に
屈
從
さ
せ
よ
う
こ
し
て
．
此
會
堂
の
説

教
壇
で
勘
誘
演
説
を
試
み
た
際
に
、
市
民
は
激
昂
し
て
彼

れ
を
貧
福
の
戸
口
へ
引
き
摺
っ
て
行
っ
て
打
殺
し
た
上
、

　
　
　
ノ
ィ
エ
ル
　
マ
ル
ク
ト

附
近
の
新
市
場
（
り
自
の
＝
O
同
　
　
り
h
9
「
評
叶
）
で
屍
を
嶢
き
捨
て
元
が
、

　　

@　
@　

　　

@・

　　

@　

@　
@
　
、
、
、
．
、
．
．
尉
鷹
や
妄
断
の
醤
を
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
た
石
の
十
字
架
を
設

　　

@　

@
撃
纏
銘
繋
ψ
濡
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
但
し
實
は
こ
の
十

字
架
ε
院
主
殺
害
こ
の
關
係
は
假
想
に
止
ま
る
ご
も
い
は

れ
て
み
る
。

　
然
し
別
の
傳
説
に
よ
る
ご
、
建
築
師
が
こ
の
會
堂
を
殆



ご
完
成
し
た
時
に
、
彼
れ
は
悪
魔
に
魅
せ
ら
れ
て
洞
堂
金

を
骨
牌
遊
び
に
消
費
し
た
。
悪
魔
は
そ
の
金
を
総
べ
て
返

し
て
く
れ
だ
が
、
そ
の
代
り
に
寺
の
圓
天
井
を
量
る
時
に

故
意
に
敏
黙
を
こ
し
ら
へ
て
お
い
て
、
献
堂
式
の
日
に
信

者
の
上
に
崩
壊
す
る
や
う
に
π
く
ら
む
こ
ご
を
、
悪
魔
に

約
束
せ

ざ
る
を

得
な
か

っ
た
。

然
し
こ

の
建
築

圃　七　第

師
は
悪
魔
を
歎
か
う
ご
淡
心
し
て
、
圓
天
井
を
正
規
通
り

に
造
っ
た
か
ら
、
献
堂
式
の
濟
ん
だ
時
に
悪
魔
は
彼
れ
を

三
夕
に
待
伏
せ
し
て
、
最
後
に
出
て
來
た
彼
れ
に
飛
び
か

か
っ
て
頸
を
撚
ぢ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
記
念
こ
し

て
こ
の
十
字
架
が
立
て
ら
れ
ρ
の
で
あ
る
こ
い
ひ
、
ま
だ

　
　
　
　
　
チ
ン
ケ
の
ブ
レ
オ
ゼ
ル

或
説
に
は
、
號
掃
手
が
寺
の
竣
功
後
の
第
一
日
耀
日
に

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
維
　
纂
　
　
伯
　
林
．
懐
　
古

紳
の
榮
光
の
π
め
に
歌
を
吹
奏
し
よ
う
こ
し
て
朝
早
く
塔

に
登
っ
た
の
を
、
悪
魔
が
憤
っ
て
塔
か
ら
投
げ
落
し
た
こ

こ
ろ
が
、
突
風
が
此
入
の
外
套
を
吹
き
膨
ら
せ
π
た
め
に

彼
れ
は
稔
や
か
に
地
上
へ
滑
り
お
り
る
・
，
｝
ビ
を
得
た
Q
二

の
好
運
な
救
命
を
記
念
す
る
た
め
に
後
に
こ
の
十
字
架
が

設
け
ら
れ
セ
の
で
あ
る
と
も
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ソ
ン
　
や
ン
ヘ
ソ
　
ル

　
　
　
　
　
（
こ
日
時
計
ω
Q
空
姦
さ
耳
（
第
入
闘
）

　
モ
ル
ケ
ン
マ
〃
〃
ト
の
斜
向
に
シ
ユ
プ
レ
ー
河
岸
へ
蓮

す
る
小
路
が
あ
っ
て
、
そ
の
奥
に
あ
る
伯
林
最
古
の
商
業

路
地
を
ク
リ
ヨ
ー
デ
ル
（
内
δ
ひ
q
o
一
）
ご
呼
ぶ
。
、
第
十
山
ハ
櫻
紀

　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
フ

の
建
設
で
二
つ
の
中
庭
に
別
れ
て
み
る
が
、
そ
の
中
聞
の

建
物
に
一
つ
の
日
時
計
が
備
へ
附
け
ら
れ
あ
っ
て
、
そ
の

銘
に

　
　
鼠
。
犠
．
o
o
諄
2
び
。
蜜
営
o
o
客
費
（
死
は
確
定
で
あ
る
が
、

　
　
そ
の
時
は
不
確
定
で
あ
る
）

ご
記
さ
れ
て
み
る
。
こ
の
拉
丁
語
の
銘
を
翻
澤
し
て
俗
に

「
時
計
は
確
か
に
正
確
に
動
か
な
い
」
ε
か
、
「
時
計
は
死

　
　
　
　
　
　
第
マ
號
　
　
入
九
　
（
　
　
入
九
）



ρ

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
懐
　
古

の
如
く
確
か
に
不
精
確
に
動
く
し
ご
か
い
ふ
し
、
ま
た
ク

リ
ヨ
ー
デ
ル
青
年
は
「
日
が
照
れ
ば
動
く
し
、
月
が
照
れ

ば
止
ま
る
」
ε
意
鐸
し
淀
。
こ
の
時
計
は
進
み
も
渥
れ
も

し
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
正
確
に
時
を
示
す
時
計
は
伯
林

中
に
無
い
わ
け
で
あ

る
。

　
因
に
い
ふ
が
、
こ

の
ク
リ
ヨ
ー
デ
ル
に

現
今
で
は
少
歎
の
仕

事
場
や
工
場
が
あ
る

の
み
で
あ
る
け
れ
ざ

も
、
数
年
前
ま
で
は

全
膿
に
住
み
手
が
あ

っ
て
、
就
中
四
十
乃

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
九
〇
　
（
　
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
り
け
ゼ
ン
　
　
リ
ツ
ペ

　
　
　
　
　
（
、
ノ
）
西
人
の
肋
骨
空
Φ
ω
Φ
鼠
題
O
（
第
九
圖
）
」

　
モ
ル
ヶ
ン
マ
ル
ク
ト
十
三
番
地
、
帥
ち
昔
の
ボ
ル
レ
ン

小
路
（
ゆ
。
ロ
8
σ
q
p
器
。
）
の
角
に
あ
る
家
の
壁
に
、
マ
ン
モ
ス

（
前
説
界
の
定
免
ひ
の
大
き
な
肩
脚
骨
ご
肋
骨
ご
が
懸
っ
て

至
五
十
年
以
上
の
借
手
が
居
た
も
の
で
、
例
へ
ば
】
九
一

四
年
に
祝
賀
を
受
け
た
老
洗
濯
婦
な
ご
は
、
六
十
五
年
間

同
じ
家
を
賃
借
し
た
ε
い
ふ
o

i

　・3こ《Lr・＄ε9・L礁一恥帥¢の麟r晦癬姦磁軽納・綴珍晦・’釜儲
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圖　入

み
る
。
こ
れ
は
多
分
古

い
族
宿
の
看
板
で
あ
っ

た
の
で
あ
ら
う
が
、
傳

説
に
よ
る
ご
ミ
ユ
ッ
ゲ

ル
ペ
ル
ク
山
脈
（
］
≦
昏
ひ
q
－

鴨
ま
臼
鴨
）
の
亘
人
ロ
ル

ベ
ル
ト
（
切
。
一
9
巳
の
骨

で
あ
る
ε
い
は
れ
る
。

帥
ち
彼
れ
は
漁
夫
の
若

い
楠
那
ヘ
ル
タ
（
】
肖
①
洋
げ
9
）

を
奪
っ
て
逃
げ
だ
の
で
、
許
婚
の
夫
ラ
ォ
パ
川
ト
（
目
冨
9

ぴ
手
創
）
ご
い
ふ
美
丈
夫
が
、
そ
の
大
き
な
足
跡
を
泥
よ
り

に
追
っ
か
け
て
行
っ
て
斬
う
殺
し
た
上
で
、
そ
の
重
い
農



を
舟
で
伯
林
へ
持
っ
て
蹄
つ
た
が
、
七
日
間
見
せ
物
仁
し

た
後
に
埋
葬
す
る
に
當
っ
て
》
一
箇
所
の
墓
地
へ
埋
め
る

に
は
あ
ま
り
亘
大
で
あ
っ
た
か
ら
、
畳
む
を
得
す
そ
の
膿

を
七
片
に
切
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
へ
分
上
し
た
。
さ
う
し
て

あ
と
に
唯
二
つ
の
骨
を

保
存
し
て
、
こ
の
家
の

目
印
こ
し
た
も
の
で
あ

る
ご
い
ふ
。

　
　
　
ユ
ン
グ
フ
エ
ル
ン
プ
リ
ユ
ヴ
ケ

　
（
二
）
慮
　
女
橋

　
　
冒
b
西
律
ヨ
げ
感
。
犀
①

　
　
（
第
十
圖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ

　
フ
リ
ー
ド
ソ
ヒ
ス
㎞
連

言
（
大
選
塞
侯
時
代
に

嘘
寝
さ
れ
泥
）
に
架
け
ら
れ
た
和
蘭
式
の
短
い
橋
で
、
伯

林
最
古
の
且
最
後
の
木
製
吊
り
橋
で
あ
る
。
そ
の
名
の
由

來
に
就
い
て
は
諸
説
ま
ち
一
～
で
、
或
は
佛
國
か
ら
亡
命

し
て
來
た
新
塾
徒
ブ
ラ
ン
シ
エ
（
ゆ
一
9
5
0
げ
①
叶
）
の
九
人
の
娘

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
懐
　
古

た
ち
が
、
多
読
の
た
め
に
結
婚
も
で
き
す
、
一
生
黒
身
で

暮
一
て
る
た
の
か
ら
起
る
と
も
（
但
し
こ
の
名
は
亡
命
者

あ
表
に
は
見
當
ら
な
い
ε
い
ふ
）
、
或
は
シ
ユ
プ
レ
ー
下
流

　
　
　
カ
ヴ
ア
リ
ア
プ
リ
ユ
ッ
ケ

に
あ
る
騎
士
橋
（
内
9
〈
9
罵
O
憎
げ
『
昏
O
犀
Φ
）
に
封
ず
る
名
に
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
な
い
ビ
も
、
或
は
露

、
、
繊

潮脚鰭　

女
マ
リ
ア
に
基
づ
く
ど

‘
絵
繰
鞍

纏
㍑
眠
維
調

書
罫
篇
諮

語
ら
れ
て
み
る
。

　
昔
こ
の
橋
の
封
岸
に
あ
る
三
臨
建
で
間
ロ
の
無
い
、
俗

に
佛
藺
…
西
屋
敷
ご
呼
ば
れ
た
家
（
フ
ソ
ー
ド
フ
ヒ
ス
三
河

通
六
十
一
番
地
）
、
に
、
大
選
挙
，
侯
か
ら
招
か
れ
た
佛
萌
園
西

の
移
住
民
が
住
ん
だ
が
、
そ
の
中
に
レ
ー
ス
細
工
を
す
る

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
九
】
（
　
九
一
）



■

　
　
　
第
†
四
谷
　
雑
纂

伯
林
懐
古

こ
ご
の
巧
な
婦
人
た
ち
が
居
て
、
こ
の
所
謂
ド
モ
ァ
ぜ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ユ
ン
グ
フ
コ
ル
ヒ

（
H
）
①
目
O
一
ω
O
印
0
）
落
ち
庭
女
q
琶
α
q
臣
①
H
）

が
、
そ
の
製
品
を
舐
る
た
め
に
官
，
施

許
を
得
て
、
顧
客
に
便
利
な
や
う

に
ご
こ
の
橋
の
傍
に
木
造
の
假
小

職
を
設
け
た
か
ら
、
當
時
ま
だ
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と

の
無
か
っ
た
こ
の
橋
を
、
俗
に
集

め三
橋
ご
呼
ん
だ
の
が
今
に
傳
は
つ

た
の
で
あ
る
こ
い
ふ
。

ま
た
他
説
に
よ
奮
、
こ
の
佛
墨
壷

蘭
西
屋
敷
に
裕
輻
で
信
心
な
ヵ
ス

パ
ァ
・
バ
ル
タ
ザ
ァ
　
（
O
霧
娼
程

切
巴
定
器
程
）
ご
呼
ぶ
、
一
入
の
老

濁
身
者
が
家
政
婦
ご
共
に
住
ん
で

み
た
が
、
ま
も
な
く
ま
た
ル
ノ
ー

（
寄
コ
9
信
ユ
）
ビ
い
ふ
佛
人
鍛
工
が
、
　
．
…
　
　
　
〆

ル
イ
ズ
（
U
O
風
ω
o
）
ピ
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
（
国
。
α
q
働
昌
。
）
ご
呼
ぶ
愛

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
九
二
　
（
　
九
二
）

ら
し
い
、
放
た
れ
た
鳥
の
如
き
二
人
の
娘
を
つ
れ
て
移
っ

　
　
　
　
　
　
　
て
來
π
。
姉
の
ル
イ
ズ
は
眞
面
目
な
鍛

　
　
　
　
　
　
工
徒
弟
グ
ス
タ
ー
ヴ
（
Q
基
欝
く
）
を
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
て
る
て
、
或
時
一
緒
に
舞
踏
に
行
き
た

　
　
　
　
　
　
」
が
つ
だ
。
然
し
若
者
は
そ
れ
を
賛
成
し

　
　
　
　
　
　
な
か
っ
た
の
で
、
愛
人
た
ち
は
膨
れ
面

　
　
　
難

　
　
　
脚
第
　
を
し
て
酒
場
か
ら
蹄
路
に
粗
い
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
途
中
で
絡
に
喧
嘩
を
は
じ
め
て
、
グ
ス
．

　
　
　
“
　
　
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
ヨ

輔醐
瓢
・

圖

が
起
つ
た
か
ざ
問
ふ
ご
、

タ
ー
ヴ
は
ル
イ
ズ
を
濁
り
で
蹄
宅
さ
せ

た
。
そ
こ
で
老
バ
ル
タ
ザ
ァ
は
彼
女
を

待
伏
せ
し
て
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
け
れ

ご
も
、
彼
女
は
そ
れ
を
強
く
拒
絶
し
お

の
で
、
老
人
は
女
を
絞
殺
し
て
そ
の
死

骸
を
シ
ユ
プ
レ
ー
河
に
投
げ
込
ん
だ
。

こ
こ
ろ
が
近
所
に
住
ん
だ
一
人
の
盲
人

が
そ
の
水
音
を
聞
い
て
、
老
入
に
何
事

　
　
　
老
人
は
葉
組
が
雨
で
弛
ん
で
屋



根
か
ら
河
中
へ
ぬ
け
落
ち
た
の
だ
、
ε
両
蓋
な
し
に
答
へ

て
お
い
た
。
そ
の
後
ル
イ
ズ
の
屍
が
登
見
さ
れ
て
か
ら
、
裁

到
の
時
に
第
一
の
嫌
疑
が
か
の
眞
面
目
な
徒
弟
に
懸
っ
た

の
は
勿
論
で
、
彼
れ
は
冤
罪
を
宣
誓
し
た
に
拘
は
ら
す
死

刑
の
宣
告
を
受
け
た
。

そ
の
際
突
然
、
死
者
を

知
っ
て
み
る
総
べ
て
の

隣
人
た
ち
を
尋
問
す
る

ご
い
ふ
動
議
が
提
出
さ

れ
て
、
老
バ
ル
タ
ザ
ア

も
亦
召
喚
さ
れ
た
が
、

彼
れ
は
コ
自
分
が
そ
の

若
者
に
就
い
て
知
っ
て

み
る
事
は
．
．

そ
こ
で
バ
ル
タ
ザ
ア
は
、
否
認
の
甲
斐
も
な
く
死
刑
を
宣

告
さ
れ
て
、
か
の
徒
弟
は
救
は
れ
た
。
そ
の
頃
か
ら
こ
の

無
名
の
橋
が
今
の
名
を
得
π
ご
い
ふ
。

　
　
　
　
　
（
ホ
）
吼
へ
な
く
な
っ
た
獅
子
像
（
第
十
一
圖
）

　
　
　
　
　
こ
れ
よ
わ
外
に
何
も
無
い
し
ご
営
証
し
な
が

ら
謹
言
す
る
ざ
馬
背
後
か
ら
聲
が
あ
っ
て
、
「
殺
人
者
は
彼

れ
で
は
な
く
て
お
前
だ
」
ご
答
へ
だ
。
そ
れ
は
こ
の
殺
人

者
を
聲
で
言
え
て
み
た
あ
の
盲
人
で
あ
り
π
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
懊
　
古

圖一十第

ヰ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
の
命
仁
よ
つ
て
、

へ
っ
け
ら
れ
て
る
る
。
そ
れ
は
三
十
七
個
の
大
小
の
鐘
か

ら
成
立
っ
て
、
今
で
も
「
時
間
毎
に
調
子
の
良
い
讃
美
歌

曲
を
奏
す
る
の
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
塔
の
四
隅
に
造

　
　
　
　
　
　
第
「
號
　
　
九
三
　
（
　
　
九
三
）

　
ク
ロ
ス
タ
ア
街
（
霞
？

曾
。
葛
西
．
）
ご
パ
ロ
キ
ア

ー
ル
街
ビ
の
交
叉
黙
に

あ
る
パ
・
ロ
キ
ァ
ー
ル
會
「

堂
（
℃
霧
o
o
ぽ
巴
パ
マ
。
ゲ
Φ
）

は
、
第
十
入
世
紀
の
初

に
竣
功
し
元
も
の
で
、

　
　
　
　
メ
　
ト
ル

高
さ
六
十
六
米
除
の
塔

「
内
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

　
　
　
グ
ロ
ツ
ケ
ン
リ
シ
ユ
ピ
サ
ル

　
和
蘭
風
の
鐘
樂
が
備



　
　
　
第
十
四
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
僕
　
古

ら
れ
だ
獅
子
像
忙
就
い
て
一
つ
の
逸
話
が
傳
へ
ら
れ
る
。
・

　
初
は
鐘
樂
が
終
る
ゼ
こ
の
獅
子
も
吼
へ
た
も
の
で
、
そ

の
歎
に
よ
っ
て
市
民
が
何
時
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
や
う
に
工
夫
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
．
市
ハ
役
人
は
、
こ

の
名
匠
が
ま
た
第
二

．
の
為
の
を
徐
所
に
造

る
こ
ご
を
恐
．
れ
て
、

彼
れ
の
目
を
挟
り
取
．

ら
せ
元
。
そ
こ
で
こ

の
盲
人
は
、
塔
の
上

に
遣
具
を
忘
れ
て
置

い
た
か
ら
そ
れ
を
取

っ
て
來
る
π
め
に
」
仁

も
う
一
度
濁
り
で
塔

に
登
り
π
い
ご
乞
う
て
、
そ
の
時
計
仕
掛
の
螺
旋
の
一
つ

を
撚
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
鳳
時
計
は
歌
曲
を
奏
す

る
が
、
獅
子
は
為
は
や
吼
へ
な
く
な
っ
た
ゆ
そ
の
後
時
計

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
九
四
　
（
　
九
四
）

製
造
人
に
こ
れ
を
修
繕
さ
せ
よ
ヲ
ご
し
て
も
、
誰
も
鋏
陥

を
登
寂
す
る
こ
ご
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
現
今
で
も
樹

こ
の
獅
子
は
沈
重
し
て
み
る
の
で
あ
る
ε
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ド
む
ツ
プ

　
　
　
　
　
（
へ
）
嫉
妬
首
巨
①
達
ぎ
篇
（
第
十
二
圖
）
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圖二十第

の
胸
像
で
あ
る
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
の
父
で
軍
入
王

ご
呼
ば
れ
だ
、
フ
ソ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
は
常

に
淋
し
い
町
を
微
行
し
て
、
不
正
な
事
の
起
ら
な
い
や
う

　
ハ
イ
フ
ー
ゲ
・

ガ
ィ
ス
ト
街
（
匡
♀

嵩
σ
q
o
O
o
｛
馨
ω
只
）

三
十
入
番
地
の
家

の
、
盆
路
に
面
し

た
二
階
に
あ
る
装

飾
で
、
蛇
の
髪
を

戴
き
、
萎
び
だ
乳

房
を
ぶ
ら
さ
げ
て

舌
を
出
し
た
婦
人

　
ゾ
ル
ダ
ー
デ
ン
キ
ヨ
ー
ニ
ヒ



b

に
監
督
し
、
ま
た
職
人
な
ご
の
仕
事
す
る
の
を
見
廻
る
習

噴
を
も
つ
て
み
た
。
適
時
王
は
熟
心
に
働
い
て
み
る
貧
し

い
鍛
工
が
、
儲
け
の
無
い
苦
痛
を
訴
へ
る
の
を
聞
い
て
、

同
情
の
あ
ま
力
彼
れ
に
仕
事
を
多
く
注
文
し
た
が
、
そ
の

π
め
に
こ
の
鍛
工
は

向
ひ
に
住
む
金
持
・
の

同
業
者
の
羨
望
を
招

く
や
う
に
な
っ
た
。

特
に
そ
の
同
業
者
の

妻
は
、
こ
の
鍛
冶
屋

の
顧
客
が
非
常
に
増

し
た
こ
ご
を
嫉
ん
で

毎
日
彼
れ
に
醜
い
三

面
を
作
っ
て
見
せ
た

．
が
、
．
或
日
王
は
こ
れ
を
見
て
そ
の
婦
人
を
罰
し
よ
ウ
ビ
決

心
し
、
こ
の
正
直
な
鍛
工
の
た
め
に
美
し
い
大
き
な
家
を

新
築
し
て
や
っ
て
馬
痩
せ
た
餐
め
面
を
し
た
婦
の
首
の
彫
．

　
　
　
第
十
四
雀
　
　
雑
　
纂
　
　
伯
　
林
　
懐
　
古

習
を
二
階
ご
三
階
ご
の
中
間
に
飾
り
附
け
さ
せ
た
。
爾
後

こ
の
嫉
妬
深
い
婦
人
は
自
分
の
醜
い
似
姿
を
、
始
丁
目
の

前
に
見
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
こ
い
ふ
。

　
　
　
　
　
（
ト
・
）
九
十
九
の
羊
頭
（
第
十
三
圖
）
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圖三十第

　
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ア

街
（
≧
O
メ
9
旨
Ω
O
吋
の
窪
・
）

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ツ
ヅ

四
十
五
番
地
（
廣
場

の
傍
）
「
に
一
軒
の
立

派
な
家
が
あ
る
。
老

フ
ソ
ツ
ツ
ビ
呼
ば
れ

る
フ
フ
ー
ド
フ
ヒ
大

王
の
建
て
さ
せ
π
も

の
で
、
そ
の
家
の
窓

や
軒
の
蛇
腹
に
装
飾

ε
し
て
羊
の
頭
が
総
計
九
十
九
箇
附
け
ら
れ
て
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
か
う
い
ふ
由
來
が
あ
る
。

　
嘗
て
大
王
が
或
善
良
な
市
民
に
乾
鱈
こ
し
て
、
ア
レ
キ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
．
九
五
　
（
　
九
五
）



」

　
　
　
第
十
四
巷
　
雑
纂
　
伯
林
懐
古

　
　
　
　
プ
ラ
ツ
ツ

サ
ン
ダ
ァ
臨
場
（
型
簿
N
）
の
側
に
家
を
建
て
、
や
っ
て
、
そ

の
外
部
を
多
数
の
彫
像
で
飾
っ
た
。
そ
の
隣
に
住
ん
だ
物

羨
み
を
す
る
富
裕
な
男
が
、
自
分
も
同
じ
や
う
な
方
法
で

表
彰
さ
れ
た
い
ご
思
っ
て
、
貧
乏
人
に
物
を
與
へ
な
ざ
し

て
王
の
注
意
を
自
分

に
向
け
さ
せ
よ
う
こ

し
、
加
之
絡
に
は
家

を
建
て
、
ほ
し
い
ご

王
に
乞
う
た
℃
こ
の

希
望
は
直
ち
に
聴
き

届
け
ら
れ
た
が
う
そ

の
家
の
落
成
し
た
時

（
一
七
入
三
年
こ
い

ふ
）
、
長
日
老
フ
ソ
ツ

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
九
六
　
　
（
　
　
九
山
ハ
）

を
不
満
に
思
ふ
の
か
」
ご
問
う
た
。
そ
こ
で
鐵
面
皮
な
此

男
は
直
ぐ
に
答
へ
て
、
「
さ
れ
ば
で
乙
ざ
い
ま
す
陛
下
よ
、

あ
そ
こ
の
あ
の
家
は
屋
根
の
上
に
人
形
の
飾
を
持
っ
て
居

り
ま
す
の
に
、
私
の
は
こ
ん
な
に
何
も
無
く
て
貧
相
で
ご

ッ
は
こ
の
新
し
い
家
を
自
身
で
槍
閲
す
る
こ
ご
を
思
ひ
つ

い
た
。
所
有
主
は
王
を
戸
口
で
迎
へ
た
け
れ
ざ
も
、
さ
も

情
然
た
る
顔
を
し
て
居
た
の
で
、
王
は
絡
に
「
お
前
は
何

圓四十第

ざ
い
ま
す
L
ε
言
つ
淀

の
で
、
王
は
「
お
前
も

何
か
を
獲
ら
れ
る
こ
ご

に
な
っ
て
み
る
」
ご
言

っ
て
美
術
家
に
委
托
し

て
、
宿
衛
の
周
園
に
九

十
九
個
の
羊
頭
を
附
け

さ
せ
た
Q
さ
て
王
は
そ

の
所
有
主
に
手
紙
を
逡

っ
て
、
そ
の
中
に
「
こ

の
九
十
九
個
の
羊
頭
で
お
前
は
多
分
満
足
す
る
だ
ら
う
。

若
し
お
前
が
窓
か
ら
自
分
の
頭
を
伸
七
出
し
た
ら
、
ち
や

う
ざ
百
に
な
る
」
．
ご
書
い
た
こ
い
ふ
o



　
　
　
　
　
　
（
チ
）
幸
如
連
な
靴
一
落
（
第
十
四
圖
）

　
ワ
ル
街
二
十
五
番
地
の
路
地
内
に
あ
る
家
の
戸
ロ
の
上

に
、
扉
を
背
負
っ
た
男
の
浄
彫
が
あ
る
。
嘗
て
こ
、
に
住

ん
だ
貧
困
な
靴
製
造
人
が
、
多
く
の
伯
林
人
の
す
る
や
う

に
富
籔
で
一
櫻
千
金
を
試
み
よ
う
こ
し
た
が
、
抽
籔
は
だ

ん
一
進
ん
で
行
っ
て
も
幸
運
は
一
向
や
つ
て
來
菰
い
の

で
、
孚
ば
は
憤
愚
か
ら
孚
ば
は
紛
失
せ
澱
用
心
か
ら
、
彼

れ
は
新
．
し
く
買
っ
た
籔
札
を
、
致
力
を
失
っ
た
札
ご
共
に

部
屋
の
扉
に
貼
り
附
け
て
置
い
だ
Q
然
し
或
艮
、
大
き
な

籔
が
彼
れ
の
番
號
．
に
中
っ
た
ビ
い
ふ
通
知
を
受
げ
π
の
で

彼
れ
は
驚
喜
の
あ
ま
り
、
籔
札
を
扉
か
ら
は
が
す
時
間
を

も
惜
し
ん
で
、
扉
の
絞
番
を
外
づ
し
て
富
籔
事
務
所
へ
そ

れ
を
か
つ
い
で
行
っ
た
記
念
で
あ
る
ビ
い
ふ
。
．

　
　
　
以
上
に
奮
伯
林
の
遣
蹟
中
で
最
も
人
口
に
腱
灸
し
索
嫁
説
由
績
な
持

　
　
つ
糞
も
の
で
あ
ろ
が
、
別
に
特
蘇
の
來
歴
も
無
く
て
、
象
穿
眸
代
の
古

　
　
い
定
い
ふ
だ
け
で
有
名
な
の
が
頗
ろ
多
い
Q
尤
も
い
く
ら
古
い
ミ
い
つ

　
　
て
も
漸
く
第
十
三
世
紀
（
我
が
鎌
倉
蒔
代
）
蜜
で
、
・
大
部
分
に
第
十
七
世

　
　
紀
（
我
が
江
戸
時
代
初
期
）
以
後
の
綴
蹟
で
あ
る
か
ら
、
我
が
國
な
ご
ミ

　
　
　
第
十
四
巷
　
維
纂

伯
林
捜
古

に
到
底
比
較
に
な
ら
な
い
け
れ
ざ
も
、
日
曜
a
獄
ご
に
こ
の
擾
な
難
蓬

す
ろ
定
、
必
ず
慧
蹟
巡
り
な
す
る
姻
燈
に
幾
組
も
禺
會
ふ
し
、
母
親
ら

し
い
の
が
同
俘
の
児
童
に
由
肉
月
観
明
す
る
の
た
も
聞
く
し
、
ま
六
小

心
・
校
の
讃
本
に
も
載
せ
て
少
年
に
深
い
印
象
為
蹴
ハ
へ
よ
・
り
ぜ
す
ろ
の
な

ご
な
見
る
定
、
古
た
捜
ひ
郷
土
趣
味
為
養
ふ
こ
ミ
の
熱
心
さ
に
感
心
ゼ

ざ
ろ
た
得
な
い
の
で
あ
ろ
。
（
完
）

第
一
號
　
　
九
七
　
（
　
九
七
）


